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9:30-
9:50

ꪛ⚶䮦䭕
フランク・コウジノウ:米国がんコントロール協会（CCS）会長　
森山 晃嗣: NPO法人がんコントロール協会理事長　米国CCS日本支部代表

9:50-
10:50

┞䊝崵մ虘הַֹ׺׽մחצֽ

㝕ٌٛؠشؔطتⶕ㳔؅潨䭰י׊ � 䌑潨
医師・医学博士、帯津三敬病院名誉院長。東京大学医学部卒。西洋医学に中国医学や代替療法を取り入れ、医療の東西融合
という新機軸を基に、がん患者などの治療に当たる。人間をまるごと捉えるホリスティック医学の第一人者として、日本
ホリスティック医学協会会長、日本ホメオパシー医学会理事長なども務め、その実績は高く評価されている。主な著書｢
いい場を創ろう｣｢粋な生き方｣「呼吸はだいじ」「ドクター帯津の健康暦365+1」「不養生訓 帯津良一ときめきのススメ」
他多数。

10:50-
11:50

]3PESJHP�3PESJHVFتأٛغմٞإٛغٞ

♣颍כ吖너ⶕ㳔֐�㝂閣溷ؓز٭ٞو
International Bio Care Hospital院長、MD（メキシコ・ティファナ）
代謝と栄養医学の国際的に認められたパイオニア。数々の療法―がんや変性疾患の細胞療法、小児発達遅滞、オゾン、遺
伝子治療、全身温熱療法と静脈内ハイパー栄養の使用等。

11:50-
12:30

㇅喖㻗�兏׃ח׀մֵױ׷׽׵

吖너槏韢׾׌塌茣؅ꪛ溪סד׼־
NPO法人がんコントロール協会理事長。
食事療法によって病気を克服した体験をきっかけに、米国医大通信講座で正常分子栄養学を学び、その後30年以上にわ
たり ロジャー・ウイリアムス博士、エイブラハム・ホッファー博士、ライナス・ポーリング博士らの生物学的医療の基本と
なる栄養について学ぶ。著書に「アメリカはなぜガンが減少したか」「がん難民119番―救済・治療先進国アメリカに学ぶ」

「脳身快適」他。

12:30-13:40　兄⚪䤣� お弁当の販売を致します（添加物・保存料不使用）

13:40-
14:40

焪◪�䤵婞׈ױ׽סմַ׊ַ

䌗زذ؜ס׎
日本個性學研究所所長 立命館大学経済学部卒。40数年間にわたり一貫して正常な人間の個性について研究。1989年、
個性の3分類、30種類の目的別分類を発見、ひとり一人の個性のフレームワークを体系化しコンピュータシステム化に
成功した。それによって個性に内在する先天的特性、能力を発見。その活用による適性、適材適所、採用、配置、育成支援、
マーケティング指導、経営コンサルティングを行う。一般、家族には自分 （自己発見）と周囲の個性を知ることで円滑な
コミュニケーションによるFamiry Management、また個性學理論を活用した「子素立て」を推進している。
著書に「個性でわかる！スマイル子育てマニュアル」「しあわせになるための個性学」他。

14:40-
15:40

跥氭�ⷆ螃ׅ׊؀ץմג׋ר

ֿ؆峒ⳛ渵岺ֿ؆ס鱩僃劻溪锶כꅼ鉿ֿ؆岕渵���� 䌑ס免؅鱩ֻי��♀氞׾疾嶮ס璓岺 �)BSNPOJ[F�IVNBO�CPEZ�XJUI�.BOEBSB�JO�FOFSHZ�DJSDMF
医師・医学博士 徳島大学医学部卒 三木ふじた医院院長（香川県）。1986年藤田医院を開院。三大治療を終えたがん患者
が、治療の場を失い、救いを求めて来院することが頻繁にあったことから、彼らを救いたい一心で代替医療の道を模索し
始める。鍼灸、漢方、ホメオパシーなど、多岐にわたって医学を学び、現在の治療方法にたどり着く。今も研究を重ね、一般
的な治療では根治が困難な病に立ち向かい続けている。国際色彩診断治療研究会会員。著書に「余命宣告からの希望の〈が
ん治療〉」他。

15:40-16:10　⚪䤣� （講師の著書等を販売いたします）

16:10-
17:10

寊┪�岕׳׈մֽײ־׍ײ

׾岕ע؆ֿכ׾״؅둚הסַ
医師・医学博士　健康増進クリニック院長（東京市ケ谷） 弘前大学医学部卒　74年より東京医科歯科大学で疫学専攻90
年より米国カリフォルニア州ロマリンダ大学公衆衛生大学院で学び、94年卒業。米国公衆衛生学博士。東京衛生病院健
康増進部長を経て、現在健康増進クリニック院長。日本オーソモレキュラー医学会理事長　ホルミシス臨床研究会理事、
日本臨床食物機能研究会監事。主として欧米からあらゆる医療情報を集め、先端の西洋医療を大切にしながら補完医療
を加えて、癌統合医療では日本トップクラスの診療内容を実践している。著書に「ビタミンCは人類を救う!!」「難しいこ
とは分かりませんが、〈がん〉にならない方法を教えてください！」（共著）他。

17:10-
18:10

徧⺚�䖑׾ֽכմה׃בײ

֐♃箩ס渵岺٭ٖٚ؞ٝٓخ٭؛֐吖너渵岺մכ岕渵ס؆ֿ
医師・新宿溝口クリニック院長（栄養療法専門）福島県立医科大学卒、横浜市立大学医学部付属病院、国立循環器病センター
勤務を経て、神奈川県藤沢市に溝口クリニック(辻堂クリニック）を開設。2000年から一般診療に分子栄養学的アプロー
チを応用し始め、治療が困難な疾患にたいする栄養療法を実践し多くの改善症例を持つ。2003年日本初の栄養療法専門
クリニック『新宿溝口クリニック』を開設。毎日の診療とともに患者や医師向けの講演活動を行っている。著書に「花粉症
は１週間で治る！」「この食事で自律神経は整う」「図解でわかる最新栄養医学　「うつ」は食べ物が原因だった！」他。

18:10-
19:10

♃➿�藍抧ׄ׌؆׸׊մ׎םר

阋מ׍؂媃־׾נ ��傽勓ס澵潸 ��վ┢㜻ס㝅疾מ藍抧熌掼鍨 � տ
消費・環境問題評論家　九州大学理学部入学（中退）、早稲田大学社会学科を卒業後、日本消費者連盟に参加。『消費者レ
ポート』などの編集等を担当する。また日米学生会議の日本代表として訪米、米消費者連盟（CU）と交流。独立後は消費者、
環境問題を中心に執筆、講演活動を展開。著書に「笑いの免疫学」「抗がん剤で殺される」「3日食べなきゃ、7割治る!」「元気
になりたきゃ、お尻をしめなさい」「買うな! 使うな! 身近に潜むアブナイものPART1」「食べないひとはなぜ若い? 空腹
でオン!〈長寿遺伝子〉の驚異」他多数。

9:40-
9:50 ꪛ⚶䮦䭕մ森山晃嗣  NPO法人がんコントロール協会理事長　米国がんコントロール協会（CCS）日本支部代表

9:50-
10:50

؀ֹ跥氭�筢┞ꋝהַֹ׆մג׋ר

낛朮縓粪气嵛ַם׼םמ؆ֿ
医師・医学博士、東京医科歯科大学名誉教授。東京医科歯科大学医学部卒。東京大学伝染病研究所大学院終了。専門は寄生
虫学と熱帯病学。特に寄生虫関連の一般書で広く知られるようになった。また、花粉症の原因を寄生虫を撲滅しすぎたた
めとする説を広めたことでも知られる。主な著書に「体にいい寄生虫」「健康長寿は〈腸から下〉が決め手」「病気にならな
い乳酸菌生活」「手を洗いすぎてはいけない～超清潔志向が人類を滅ぼす～」「消えない不調は〈腸疲労〉が原因～最強の
免疫力のつくり方～」他。

10:50-
12:20

◝㵢勓�꿃׋؆մׄכ׵׷ײ

؂ֿ㎼ס둚벉脢箽勒劻ⶕ渵ס槁枱כ鞏꾴
宮本顕二医師 北海道大学名誉教授　北海道中央労災病院 院長（北海道岩見沢市）北海道大学医学部卒
宮本礼子医師 
江別すずらん病院認知症疾患医療センター長（北海道江別市） 旭川医科大学医学部卒、高齢者の終末期医療を考える会代
表。
両医師夫妻は終末期の実態を探ろうと、10年前のスウェーデンを振り出しに、オランダやオーストリア、米国、豪州など
の諸国を回り、世界各国の終末期の実態と、好きなように死なせてくれない日本の終末期の実態を考察し、今後の日本の
終末期医療の課題を提起している。

12:20-13:30　兄⚪䤣� お弁当の販売を致します（添加物・保存料不使用）

13:30-
14:30

偆◪մ㐉鼸ׄ׌մַַׄ׼ֵ

脝㷋׾׌ꫀמ㎋㲳׾׌⺯㵅갾�岕渵篑ꇃ؅䈱ס٤簡⻉ⶕ渵؝
医師・あさひ内科クリニック院長（福島県郡山市）　京都大学医学部卒。 昭和56年島根医科大学放射線科助手、 昭和59
年京都大学医学部付属病院核医学科医員、 昭和62年より市立島田市民病院放射線科に勤務し、10年間ガンの診断と診
療に携わる。 平成9年4月 郡山市にてあさひ内科クリニックを開業。放射線ホルミシス、糖質制限による糖尿病・メタボ
治療、糖質制限による健康長寿、更には厳格な糖質制限による癌治療に踏み込み、その成果を確信しての注目の5年連続
の登板です。著書に「糖尿病に勝ちたければ、インスリンに頼るのをやめなさい」。

14:30-
15:30

焪䈢�澳堅㝜ֽ׈ױ؂մ־׊ַ

蔦撬渵岺׾׻מ湊ס◙ꮐכ⩴劚יַחמ
医師・クリニック光のいずみ院長（札幌市）秋田大学医学部卒　1996年にイギリスでバッチフラワーレメディの実践使
用者（プラクティショナー）としての訓練を終え国際登録プラクティショナーになり、以後バッチフラワーレメディを用
いる自然療法内科医として活躍。2015年、札幌市に、NLPカウンセリング、バッチフラワーレメディ等を用いる自然療法
クリニックを開設。合併症をかかえ、多くの処方薬を服用して副作用で悩んでいる人々や、難治性のアレルギー疾患･難
病などで苦しむ子どもさん達の療養を支援し、自然療法、食事療法により、少しでも薬剤の使用を減らし、その人らしい
生活と健康を維持出来るよう、医師として研究を続け、実績を重ねている。著書に「自然療法による回復を求めて」。

15:30-
16:00

㐣匯�ꈂ־׾עմֹל؆ף

㝘ײרץס岺֐䖥麃ס㴗כׁ׼蔦麃ס呧徎溷ם蛙֐״גֹ⚶⮂מ
傽勓⺜匡ס薊׼־气ג׿ױ⽿⼔岺
舞踊家、振付家、月花麗人社代表。6歳より日本舞踊を始め、17歳で名取となる。桐朋学園大学演劇科卒。安部公房氏主
宰劇団「安部公房スタジオ」の仲代達矢等12名の創設メンバーの一人、条文子として活躍。その後、舞踊家の道を歩む。
2015年「遥 吉祥舞」から発展した「天のひふみ法」を編み出す。著書に「卑弥呼 天のひふみ法」。

16:00-16:30　⚪䤣� （講師の著書等を販売いたします）

16:30-
17:30

㴴氭�〡水ֽחיմגנ׳

竑鮐⯜ꮹסꅼⵊ؅✄٤عآ֐❈ֹ气׀偙ך⣌䎘㸒⾀׌ףס؅
医師　宗田マタニティクリニック院長（千葉県市原市）　1965年北海道大学理学部入学、卒業後国際航業入社。その後医
師を志し1973年帝京大学医学部入学、病院勤務を経て千葉の市原に宗田マタニティクリニック開院。妊娠糖尿病で苦し
んでいる妊婦さんとそのお腹の子を救いたい！との思いから探求を重ね、胎児や赤ちゃんが糖質制限していることを発見し、
日本の産婦人科界のデファクトスタンダードに反する糖質制限の食事法で多くの糖尿病妊婦を救っている。著書に「 いま、
糖質制限がすごい！ケトン体生活のススメ」「甘いもの中毒　私たちを蝕む〈マイルドドラッグ〉の正体」「最強の油・MCT
オイルで病気知らずの体になる!: 認知症、糖尿病、うつ病予防&ダイエット効果も」他。

17:30-
18:30

؀ֹ㸊㻗�䖥┞肁הַ؆׊�ױ׷׼י

岕ײ־חסع٤ك׾偙ֿ֐؆ֿ岕גז✄닫׼־䕑כ׆ג
意識の超越理論創案者、ホリスティック経営コンサルタント。早稲田大学第一理工学部卒。大学で物性物理を学び東芝に
入社、半導体素子の開発などに従事。1984年右腎臓ガンを患い、三大療法のあと肺などに転移、死を覚悟で退院。自宅で
ガンに愛を送り、チャクラを開き、チェロの波動でガンは自然治癒する。著書に「ガンが消えた～ある自然治癒の記録～」

「フィンドホーンへのいざない」他。

18:30 ꪘ⚶䮦䭕մフランク・コウジノウ 米国CCS会長、森山 晃嗣 NPO法人がんコントロール協会理事長

会場 ： 浅草橋ヒューリックホール 会場 ： 浅草橋ヒューリックホール 会場 ： 京都パルスプラザ

司会 : 森山 晃嗣・森山 瑠水 司会 : 森山 晃嗣・森山 瑠水

9:50-
10:00

ꪛ⚶䮦䭕
フランク・コウジノウ:米国がんコントロール協会（CCS）会長　
森山 晃嗣: NPO法人がんコントロール協会理事長　米国CCS日本支部代表

10:00-
10:30

ؗؿةؗؤ�ؠ٤ٚن

稌㎼♣劂渵岺յ蝆곓ס婧סאכײ䔿ס㺤ꪛ
米国がんコントロール協会（CANCER CONTROL SOCIETY）会長

10:30-
11:15

㇅喖㻗�兏׃ח׀մֵױ׷׽׵

⚻ֻ籽ׄי �� 䌑ַסהסꟃ吖너槏韢
NPO法人がんコントロール協会理事長。
食事療法によって病気を克服した体験をきっかけに、米国医大通信講座で正常分子栄養学を学び、その後30年以上に
わたり ロジャー・ウイリアムス博士、エイブラハム・ホッファー博士、ライナス・ポーリング博士らの生物学的医療の
基本となる栄養について学ぶ。著書に「アメリカはなぜガンが減少したか」「がん難民119番―救済・治療先進国アメリ
カに学ぶ」「脳身快適」他。

11:15-
12:15

氭�崎䉃⾔ײ؀ץմד؂

ֿ؆⽟㎪䕻箖欎㘶؅㜟ֻֿף׿؆岕渵עⲯַ׾ׂי
аֿ؆岕渵ٛ؜ٜؓ׾ֽׄמⵊ낛ס䟨⽱а
医師・医学博士 京都大学名誉教授、京都大学医学部卒。からすま和田クリニック院長（京都市）。　
がん専門医として40年近く京大病院に勤務、2011年1月に、京都市中京区の烏丸御池にからすま和田クリニックを開
院。これまでの自分のがん治療の経験から、大切なことは患者さんとの対話であると実感し、患者さんそれぞれの気持
ちを大切にしながら、どのようにしてQOLを上げていくかを共に考えていく治療を施し成果をあげている。著書に「が
んに絶対勝ちたい! 和田式食事法」他。

12:15-13:20　兄⚪䤣� お弁当の販売を致します

13:20-
14:20

嶓�潲堅┩׀ֽםմ׼ֹײ

䖥٬낛٬ⳛ٬䛈כؓآס⩰盚ⶕ渵؅Ⲏֻג簡⻉ⶕ渵ס㵅갾
医師・兵庫医科大学卒、みうらクリニック院長（大阪市）。肉親のガンをきっかけに、西洋医学の限界と矛盾を強く認識。
治療法の選択肢を広げるべく、自然療法の研究・実践を開始。 2009年8月みうらクリニック開院、以来約20年間、鍼
灸や整体などの手技療法、マクロビオティックや漢方・薬膳などの食事療法、カウンセリングや催眠療法などの心理療
法の研究を行い、必要に応じて西洋医学と組み合わせながら自然治癒力を引き出す治療を行っている。著書に「週一断
食で万病が治る」他。

14:20-
15:20

跥氭�ⷆ螃ׅ׊؀ץմג׋ר

ֿ؆峒ⳛ渵岺ֿ؆ס鱩僃劻溪锶כꅼ鉿ֿ؆岕渵���� 䌑ס免؅鱩ֻי
��♀氞׾疾嶮ס璓岺 �)BSNPOJ[F�IVNBO�CPEZ�XJUI�.BOEBSB�JO�FOFSHZ�DJSDMF
医師・医学博士 徳島大学医学部卒 三木ふじた医院院長（香川県）。1986年藤田医院を開院。三大治療を終えたがん患
者が、治療の場を失い、救いを求めて来院することが頻繁にあったことから、彼らを救いたい一心で代替医療の道を模
索し始める。鍼灸、漢方、ホメオパシーなど、多岐にわたって医学を学び、現在の治療方法にたどり着く。今も研究を重
ね、一般的な治療では根治が困難な病に立ち向かい続けている。国際色彩診断治療研究会会員。著書に「余命宣告から
の希望の〈がん治療〉」他。

15:20-16:00　⚪䤣�
16:00-
17:00

㼾勓鎑־ג׹մכ׵־ֽ

׾״⣌䎘鬯ꓭ؅鬯֐ֹ׺׊ױ׽םמ؆׈ⶕ脢ֽ׵؆׈םײ �� 肪䢍ס
医師・医学博士、ｅ-クリニックスタッフ医師　大阪大学医学部、同大学院卒。大阪大学細胞工学センターにて主に悪性
腫瘍(ガン)の臨床、研究に携わった後、従来の医療・医学の考え方と手法に限界を感じて臨床医を辞める。1995年、阪
神淡路大震災を一つのきっかけに「21世紀の医療・医学を考える会」を仲間とともに発足させ、2001年には、本音で答
えるウェブサイト「e-クリニック」をスタートさせる。著書に「薬をやめれば病気は治る」「9割の病気は自分で治せる」他。

17:00-
18:00

蠮勎�鎑׊؀ץ�׀׼ֵ

낛׬朮כ湊יַחמ
医師・崇高クリニック院長（兵庫県加古川市） 京都大学医学部、同大学院卒。大阪北野病院勤務後米国ハーバード大学
付属 小児病院脳神経外科研修医、同ハーバード大学医学部臨床栄養学部准教授。米国サウスカロライナ大学 医学部
勤務。1983年崇高クリニック開設。癌治療についてケトンダイエット（断糖で肉食）を中心とし、身体をアルカリ性に
保つ為に色々なミネラル（マグネシウム・カリウム、亜鉛・カルシウム・セシウムやセレニウムなど）を服用し、遠赤外線
サウナに入ったりして免疫力を高める他、“抗がん剤の副作用を限りなく0%にし、治療効果を100%発揮するDMSO
を併用する補完療法”を取り入れている。著書に「ガンを自宅の食事で治す法」「新! 断糖宣言」（共著）

18:00-
19:10

♃➿�藍抧ׄ׌؆׸׊մ׎םר

䫎ֿ؆Ⱐך嫣׾׿׈ � վ獩㏡ס㝅疾מ藍抧熌掼鍨 � տ
消費・環境問題評論家　九州大学理学部入学（中退）、早稲田大学社会学科を卒業後、日本消費者連盟に参加。『消費者レ
ポート』などの編集等を担当する。また日米学生会議の日本代表として訪米、米消費者連盟（CU）と交流。独立後は消
費者、環境問題を中心に執筆、講演活動を展開。著書に「笑いの免疫学」「抗がん剤で殺される」「3日食べなきゃ、7割治る!」

「超少食で女は20歳若返る」「買うな! 使うな! 身近に潜むアブナイものPART1」他多数。

19:10 ꪘ⚶䮦䭕մフランク・コウジノウ 米国CCS会長、森山 晃嗣 NPO法人がんコントロール協会理事長

司会 : 森山 晃嗣・末神 豊美

㵢勓�獓㲳׆ַ׿մכ׵׷ײ


